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身延町議会議員の報酬額改定（引上げ）について

議会改革特別推進委員会

　本町の議員報酬は、平成１６年９月の合併当時、三町の中での最低報酬月額（旧中富町）に合

わせ１５万６千円を４２名の議員に適用しました。議員定数は段階的に削減し現在 14 名になり

ましたが一方、議員報酬額は現在に至るまで、１８年間継続しています。

　前任期中の令和２年７月に「身延町議会議員報酬適正化委員会」が設置され、特別委員会を

１１回開催した後、議員全員協議会で協議し中間報告・最終報告を経て３年５月に次のようなま

とめを行ないました。

まとめ（令和３年５月）

●　山梨県町村議会の平均報酬額は、１５万９千円で全国最下位となっている。

●　全国的に見ても人口１万人～１万５千人規模の町村議会の平均報酬額は、約２２万円強であ

      る。（山梨県の現況は、県議会議員７７万円、市議会議員平均約３４万９千円である。）

●   報酬額改定に合わせて、費用弁償と政務活動費の見直しを検討する　

●　新型コロナウィルス感染症蔓延の不透明な状況下、町民の意見聴取などが困難な中、改定案

      提出は困難であり次期に申し渡すこととした。

これまでの経緯

☆現状と今後の取組み

　令和４年４月議会基本条例の検証を目的の一つとして「議会改革推進特別委員会」を設置し、

様々な課題に取り組む中で、議員報酬改定を目指すことしました。

　町民の意見聴取の場として、身延、中富、下部地区において３年ぶりに町民と議員との懇談

会を実施し、資料説明を行ないました。今後も引き続き、議員各自の議員活動の一環として、

積極的に町民に意見聴取を行ない町民の意見集約をもとに、町長に特別職報酬等審議会の開催

を求め、その答申をもって条例改正を審議し、令和６年４月実施を目標としています。

　しかしながら、議員報酬引上げが議員のなり手不足解消のためと説明するだけでは不十分で

あります。議会が活動する環境の充実が、議員の多様化（女性や若者の参画）に結びつくよう

努力しなければなりません。とりわけ、若年層、女性、サラリーマンなど、これからの地域社

会を支える人たちの議会への参加は不可欠です。

　議会としては次世代の参画を見据え、住民自治の活性化、議会力のアップ及び議員スキルの

向上、議会の魅力アップにつながることを目的とし報酬引上げの実現を目指していきます。

　報酬の引上げは、あくまで町民からの支持があってはじめて可能となります。最終的に報酬

が高いか低いかを判断するのは町民の皆様であり、地域住民であることは言うまでもありませ

ん。是非とも皆様のご理解をいただき、引上げが実現できるようご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議員報酬改定額（案）

現行 改定案 参考・富士川町 全国町村平均

議長 \218,000 \290,000 \295,000 \293,073
副議長 \174,000 \234,000 \240,000 \237,600
議員 \156,000 \214,000 \220,000 \215,656
委員長 \160,000 \220,000 \228,000 \221,714

　本町の議員報酬は、平成１６年９月の合併当時、三町の中での最低報酬月額（旧中富町）に合

わせ１５万６千円を４２名の議員に適用しました。議員定数は段階的に削減し現在１４名になり

ましたが一方、議員報酬額は現在に至るまで、１８年間継続しています。

　前任期中の令和２年７月に「身延町議会議員報酬適正化検討特別委員会」が設置され、特別委

員会を１１回開催した後、議員全員協議会で協議し中間報告・最終報告を経て３年５月に次のよ

うなまとめを行ないました。

●　山梨県町村議会の平均報酬額は、１５万９千円で全国最下位となっている。

●　全国的に人口１万人～１万５千人規模の町村議会の平均報酬額は、約２２万円強である。

　　（山梨県の現況は、県議会議員７７万円、市議会議員平均約３４万９千円である。）

●　報酬額改定に合わせて、費用弁償と政務活動費の見直しを検討する。

●　�新型コロナウィルス感染症まん延の不透明な状況下、町民の意見聴取などが困難な中、改定

案提出は困難であり次期に申し渡すこととした。

富士川町（参考）

　令和４年４月、議会基本条例の検証を目的の一つとして「議会改革推進特別委員会」を設置し、

様々な課題に取り組む中で、議員報酬改定を目指すことしました。

　町民の意見聴取の場として、身延・中富・下部地区において３年ぶりに町民と議員との懇談

会を実施し、資料説明を行ないました。今後も引き続き、議員各自の議員活動の一環として、

積極的に町民に意見聴取を行ない町民の意見集約をもとに、町長に特別職報酬等審議会の開催

を求め、その答申をもって条例改正を審議し、令和６年４月実施を目標としています。

　しかしながら、議員報酬引上げが議員のなり手不足解消のためと説明するだけでは不十分で

あります。議会が活動する環境の充実が、議員の多様化（女性や若者の参画）に結びつくよう

努力しなければなりません。とりわけ、若年層、女性、サラリーマンなど、これからの地域社

会を支える人たちの議会への参加は不可欠です。

　議会としては次世代の参画を見据え、住民自治の活性化、議会力のアップ及び議員スキルの

向上、議会の魅力アップにつながることを目的とし報酬引上げの実現を目指していきます。

　報酬の引上げは、町民からの支持があってはじめて可能となります。最終的に報酬が高いか低

いかを判断するのは町民の皆様であり、地域住民であることは言うまでもありません。是非とも

皆様のご理解をいただき、引上げが実現できるようご協力をお願い申し上げます。

※議会だより No.67 にて報告済
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身
延
地
区

　
　
＊
と　
き　
令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
０
分
か
ら
午
後
8
時
35
分

　
　
＊
会　
場　
身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

　
　
＊
参
加
者　
計
26
人

（
町
民
11
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）

質
疑
応
答

質
疑
応
答

Q　
ヤ
マ
メ
の
里
の
返
却
撤
去
工
事
費
用
に

７
８
０
０
万
円
近
く
か
か
る
、
跡
地
の
利

用
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

A　
借
地
な
の
で
現
状
復
帰
し
て
返
却
し
ま

す
。

Q　

健
康
増
進
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

門
野
の
湯
と
抱
き
合
わ
せ
の
考
え
方
で
、

町
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め
て
ほ
し

い
。
障
害
者
の
無
料
化
・
割
引
を
考
え
て

ほ
し
い
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

A　
門
野
の
湯
と
は
性
質
が
違
い
ま
す
、
一

体
化
の
利
用
方
法
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q　
下
山
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

中
部
横
断
道
開
通
か
ら
１
年
後
と
聞
い
て

い
た
が
。

（
下
山
地
区　

男
性
）

A　
国
交
省
で
は
、
残
土
の
中
に
有
害
物
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
処
理
が
困
難
な
事

と
築
堤
を
先
に
進
め
た
い
た
め
に
、
期
間

が
必
要
と
の
話
を
聞
い
て
い
る
、
５
年
以

上
先
と
の
事
で
す
。

町民と議員との懇談会

提
言
・
意
見

提
言
・
意
見
・・
要
望
要
望

○	

議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
一
般
企
業
は
上
が
り

ま
せ
ん
、
議
員
も
仕
事
し
た
分
を
給
料
と
し

て
貰
う
べ
き
、
一
律
は
お
か
し
い
。

○	

議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
改
定
し
た
ほ
う
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

○	

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
老
後
の
交
通
手
段

で
乗
り
換
え
の
問
題
が
あ
り
特
に
土
・
日
曜

日
の
問
題
は
大
き
い
。
町
民
の
意
見
を
聞
き

要
望
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

○	

ワ
ク
チ
ン
の
予
約
方
法
に
つ
い
て
、
夜
中
0
時

ス
タ
ー
ト
だ
が
予
約
は
で
き
な
い
。
朝
か
ら

ス
タ
ー
ト
に
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
予
約
出
来
な

い
か
。　

○	

耕
作
放
棄
地
、
草
刈
り
は
、
地
元
で
最
低
限

刈
っ
て
い
る
状
況
、
サ
ル
の
出
没
も
あ
り
荒

れ
は
て
て
い
る
。
地
権
者
に
し
っ
か
り
整
備

し
て
も
ら
い
た
い
が
。
行
政
で
動
け
な
い
か
。

○	

観
光
施
設
な
ど
自
然
の
里
・
温
泉
会
館
・
し

だ
れ
桜
の
里
等
々
建
設
し
ま
し
た
。
し
か
し

活
用
方
法
が
見
え
て
こ
な
い
。
現
実
的
に
施

設
は
地
域
に
還
元
し
て
い
る
の
か
、
10
年
・

20
年
先
に
町
民
が
何
人
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

活
性
化
に
繋
が
る
の
か
。
こ
れ
ら
も
議
員
の

一
般
質
問
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

○	

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て
、
県
に
障
害
者
福

祉
協
会
が
早
急
に
実
施
を
依
頼
、
町
で
も
前

向
き
に
進
め
て
ほ
し
い
。
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中
富
地
区

　
　
＊
と　
き　
令
和
４
年
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
０
分
か
ら
午
後
8
時
47
分

　
　
＊
会　
場　
飯
富
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
＊
参
加
者　
計
19
人

（
町
民
4
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）

質
疑
応
答

質
疑
応
答

Q　
決
算
報
告
に
お
い
て
、
特
別
会
計
の
数

と
基
金
の
枠
組
み
は	（
久
那
土
地
区　

男
性
）

A　
特
別
会
計
の
数
は
20
会
計
。
基
金
の
枠

組
の
主
な
も
の
は
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基

金
、
公
共
施
設
整
備
基
金
等
が
あ
り
ま
す
。

Q　
決
算
報
告
に
お
い
て
、
繰
上
げ
償
還
に
該

当
す
る
高
利
率
は
５
％
以
上
と
説
明
と
あ
り
、

峡
南
広
域
行
政
組
合
も
同
様
だ
が
、
身
延
町

は
４
％
以
上
と
あ
る
が	（
久
那
土
地
区　

男
性
）

A　

４
％
以
上
で
も
基
金
に
余
裕
が
あ
れ
ば

繰
上
げ
償
還
す
る
こ
と
で
、
将
来
支
払
う
高

利
率
の
利
子
が
無
く
な
り
財
政
の
改
善
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q　

議
員
報
酬
引
上
げ
の
提
案
に
お
い
て
、

そ
れ
な
り
に
仕
事
を
し
て
頂
き
、
議
員
の
活

動
を
見
て
町
民
が
納
得
で
き
る
こ
と
が
基
本

だ
。
一
方
、
若
者
が
仕
事
を
辞
め
て
議
員
に

立
候
補
す
る
気
に
な
る
様
な
環
境
づ
く
り
も

必
要
だ
。	

（
曙
地
区　

男
性
）

A　
地
方
制
度
調
査
会
及
び
全
国
議
長
会
の

中
で
も
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
議
論
が
さ
れ

て
い
る
。
身
延
町
の
特
別
委
員
会
は
稼
働
日

数
な
ど
原
価
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

Q　
議
員
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
費
用
弁
償

と
政
務
活
動
費
の
見
直
し
と
あ
る
が
、
今
ま

で
政
務
活
動
費
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
が
。

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

A　
条
例
で
定
め
ら
れ
た
費
用
弁
償
の
見
直

し
と
、
旧
身
延
町
で
支
給
し
て
い
た
議
員

の
調
査
研
究
に
要
す
る
費
用
と
し
て
の
政

務
活
動
費
の
復
活
と
言
う
意
味
で
す
。

Q　
議
員
報
酬
改
定
額
の
根
拠
に
、
公
選
職

で
あ
る
町
長
の
給
料
を
基
に
議
員
の
稼
働
日

数
と
の
割
合
と
比
較
し
て
と
あ
る
が
、
議
員

そ
れ
ぞ
れ
違
う
は
ず
だ
が
。

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

A　
本
町
議
員
数
名
の
実
働
日
数
の
調
査
に

鑑
み
、
ま
た
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
全
国

基
準
と
の
比
較
に
よ
る
も
の
で
す
。

地域住民の声を聞く

提
言
・
意
見

提
言
・
意
見
・・
要
望
要
望

○
飯
富
農
業
用
水
確
保
に
つ
い
て
、
現
在
早

川
左
岸
に
堤
防
ら
し
き
も
の
を
作
り
田
用

水
の
取
水
を
し
て
い
る
が
、
清
子
地
区
や

楠
甫
地
区
（
市
川
三
郷
町
）
の
よ
う
に
取

水
ポ
ン
プ
の
導
入
を
提
案
し
た
い
。

○
今
回
の
議
員
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
地
元

の
参
加
者
は
わ
ず
か
3
人
。
中
富
地
区
の
議

会
活
動
、
行
政
へ
の
無
関
心
さ
は
特
に
大
き

い
。
一
方
で
も
っ
と
開
催
情
報
の
提
供
を
徹

底
し
て
ほ
し
い
。
特
に
各
地
区
の
区
長
、
公

民
館
長
、
消
防
役
員
な
ど
に
は
個
々
に
声
を

掛
け
る
な
ど
動
員
を
お
願
い
し
た
い
。



5　No.73 みのぶ議会だより

　身近な議会の実現と議会の活性化を図るため、議員が議会の状況や課題
の取り組み状況について報告し、町民の皆さまからの意見や要望を聴き、
意思の疎通を図ることを目的に実施しています。

懇談会の
目　　的

  

質
疑
応
答

質
疑
応
答

Q　
議
員
報
酬
の
引
上
げ
の
説
明
は
初
め
て

聞
い
た
。
年
収
93
万
円
以
下
の
町
民
税
を
払

え
な
い
方
が
１
８
８
０
世
帯
、36.7
％
も
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
時
期
に
議
論
す

る
時
期
な
の
か
。

　
　

も
う
一
つ
聞
く
が
、
指
定
管
理
者
の
も
と

で
働
く
方
の
雇
用
保
険
等
の
条
件
が
整
っ
て

い
な
い
話
を
聞
く
が
調
べ
て
ほ
し
い
。

（
下
部
地
区　

男
性
）

A　
議
員
報
酬
の
引
上
げ
時
期
に
つ
い
て
は

検
討
段
階
で
こ
う
い
う
機
会
に
提
示
し
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
た
。

　
　

指
定
管
理
者
の
福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
当

然
す
べ
き
こ
と
で
、
調
査
し
、
雇
用
条
件
と

違
っ
て
い
た
場
合
、
町
に
提
言
す
る
。

Q　
議
員
報
酬
の
引
上
げ
は
、
基
本
的
に
は

必
要
だ
と
考
え
る
。
情
報
収
集
や
地
域
の
方

の
立
場
に
立
っ
た
一
般
質
問
の
要
旨
を
考
え

る
に
は
相
当
な
時
間
を
必
要
と
す
る
。
引
上

げ
に
つ
い
て
は
11
回
の
論
議
を
交
わ
し
た
と

有
る
が
、
こ
の
会
の
前
に
結
論
を
出
す
べ
き

で
、
議
員
の
方
は
も
っ
と
活
動
の
評
価
を
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
隣
町
の
突
破
口

と
な
る
べ
き
で
あ
る
。（
下
部
地
区　

男
性
）

A　
平
成
16
年
合
併
以
来
議
員
報
酬
は
変
わ

っ
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
で
の
疲
弊
は
分
か
る

が
、
そ
う
い
う
時
期
に
来
て
い
る
。

提
言
・
意
見

提
言
・
意
見
・・
要
望
要
望

〇
古
関
地
区
に
あ
る
峡
南
中
部
消
防
署
下
部

分
駐
所
は
夜
間
を
含
め
て
駐
在
を
し
て
い

な
い
。
地
元
は
心
配
し
消
防
本
部
に
問
合

わ
せ
る
と
、
日
中
２
時
間
程
度
の
駐
在
と

い
う
回
答
で
し
た
。
６
月
中
旬
に
回
覧
文

を
出
し
て
も
ら
っ
た
が
、
立
寄
り
所
に
な

る
程
度
の
内
容
で
し
た
の
で
再
び
尋
ね
る

と
、
廃
止
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
情

勢
を
見
な
が
ら
地
域
と
調
整
し
て
い
く
。

重
篤
な
傷
病
者
が
出
た
場
合
、
人
員
を
増

や
し
、
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
等
に
よ
り

対
応
す
る
と
い
う
事
だ
が
、
古
関
よ
り
奥

の
本
栖
湖
や
折
八
集
落
な
ど
の
、
下
山
の

中
部
消
防
署
か
ら
の
出
動
で
は
、
緊
急
時

助
か
る
命
も
落
と
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

高
い
。
そ
の
こ
と
を
町
の
立
場
よ
り
聞
い

て
も
ら
い
た
い
。

〇
久
那
土
上
空
を
米
軍
機
が
低
空
で
、
年
に

10
～
20
機
ほ
ど
運
行
す
る
。
町
で
も
周
辺

５
町
で
県
や
防
衛
省
に
働
き
か
け
、
上
空

を
飛
ば
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

※
懇
談
会
で
の
質
疑
応
答
、
提
言
・
意
見
・
要
望

に
つ
い
て
は
、
抜
粋
し
て
お
り
ま
す
。

　  

下
部
地
区

　
　
＊
と　
き　
令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
０
分
か
ら
午
後
8
時
46
分

　
　
＊
会　
場　
下
部
地
区
公
民
館

　
　
＊
参
加
者　
計
24
人

（
町
民
9
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）
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第４回定例会主な議案 and 決まったこと
令和４年第４回定例会のあらまし

　第４回定例会は、令和４年12月9日から12月16日までの8日間の会期で開催された。
　今定例会では、条例の制定案３件、条例の一部を改正・廃止案９件、一般会計補正予算案１件、特
別会計補正予算案７件、変更契約案1件、指定管理者の指定案１件、発委１件が審議され、可決された。
　第5回臨時会は、令和4年11月4日開催され、補正予算1件、契約1件、変更契約1件、諮問2件、ま
た第4回臨時会は、令和4年10月17日開催され、専決処分（補正予算）1件、同意案１件が可決された。

条
例
制
定

●�

身
延
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
各
地
方
公

共
団
体
ご
と
に
条
例
に
お
い
て
規

定
し
て
い
た
個
人
情
報
の
取
扱
い

が
、同
法
に
一
本
化
さ
れ
た
た
め
。

●�

身
延
町
職
員
の
高
齢
者
部
分
休

業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
「
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
国
家

公
務
員
と
同
様
に
地
方
公
務
員
に

つ
い
て
も
定
年
年
齢
が
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
※
」
に
伴

い
、
高
年
齢
職
員
の
多
様
な
働
き

方
の
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
、
定

年
退
職
前
に
先
行
的
に
休
業
を

取
得
で
き
る
制
度
を
導
入
す
る
た

め
。

●�

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施

設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施

設
の
完
成
に
伴
い
、
そ
の
設
置
及

び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
。

条
例
改
正
・
廃
止

●�

身
延
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
人
事
院
勧
告
及
び
山

梨
県
人
事
委
員
会
勧
告
を
鑑
み
、

身
延
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
た
め
。

●�

身
延
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

身
延
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
。

●�

身
延
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
「
※
」
に
伴
い
、
組
織
全
体
と

し
て
の
活
力
の
維
持
、
高
齢
期
に

お
け
る
多
様
な
就
業
設
計
の
支
援

を
図
る
た
め
、
管
理
監
督
職
勤
務

上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
及
び
転
任

並
び
に
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
の
制
度
を
設
け
る
た
め
。

●�

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
「
※
」
に
伴
い
、
組
織
全
体
と

し
て
の
活
力
の
維
持
、
高
齢
期
に

お
け
る
多
様
な
就
業
設
計
の
支
援

を
図
る
た
め
、
管
理
監
督
職
勤
務

上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
及
び
転
任

並
び
に
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
複
数
の
条
例
を
改
正
又
は

廃
止
す
る
。

●�

身
延
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

身
延
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

廃
止
さ
れ
、
新
た
に
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
指
定
管
理

者
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
関
し
て
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
を
引
用
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
制
定
す
る
身
延
町

個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
に
お

い
て
規
定
す
る
事
項
を
指
定
管
理

者
に
も
適
用
さ
せ
る
た
め
。

●�

身
延
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
を

５
月
１
日
か
ら
同
月
31
日
ま
で
に

変
更
し
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上

及
び
よ
り
適
正
な
課
税
を
図
る
た

め
。

●�

身
延
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

連
帯
保
証
人
と
な
る
こ
と
の
で

き
る
対
象
者
を
拡
大
す
る
た
め
。

●�

身
延
町
風
致
地
区
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

山
梨
県
風
致
地
区
条
例
及
び
風

致
地
区
条
例
を
制
定
し
て
い
る
県

内
自
治
体
と
の
権
衡
を
図
り
、
罰

則
規
定
を
設
け
る
た
め
。

●�

身
延
町
下
部
温
泉
会
館
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

身
延
町
下
部
温
泉
会
館
が
令
和

４
年
度
末
を
も
っ
て
閉
館
す
る
た

め
。指

定
管
理
者
の
指
定

●�

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施

設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
。

（
内
容
）

①
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施
設

上
之
平
１
９
１
７
番
地
３

②
団
体
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
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株
式
会
社
ヘ
ル
シ
ー
ス
パ

　

サ
ン
ロ
ー
ド
身
延
湯
の
杜

飯
富
２
３
０
９
番
地
１
５
９

代
表
取
締
役　

樋
口 

俊
英

③
指
定
の
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
20

年
３
月
31
日
ま
で

補
正
予
算

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
６
７

２
２
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
総
額
１
２
１
億
２
２
７

５
万
８
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
地
方
交
付
税４

億
１
３
７
４
万
円

・
国
庫
支
出
金	

７
８
９
万
円

・
県
支
出
金	

１
２
４
４
万
円

・
繰
入
金	

△
2
億
２
９
０
０
万
円

・
繰
越
金	

４
億
８
０
３
３
万
円

・
諸
収
入	

４
５
０
万
円

・
町
債	

△
２
２
７
０
万
円

（
歳
出
）

・�

総
務
費
（
観
光
資
源
の
魅
力
ア

ッ
プ
事
業
９
８
８
万
円
、
各
小

中
学
校
特
別
教
室
へ
の
空
気
清

浄
機
等
購
入
費
２
８
７
万
円
）

・�

民
生
費（
児
童
送
迎
車
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
及
び
デ
ジ
タ

ル
タ
コ
グ
ラ
フ
購
入
費
25
万
円
）

・�

衛
生
費
（
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

ス
ク
リ
ー
ナ
ー
購
入
費
１
４
６

万
円
）

・�

農
林
水
産
業
費
（
林
道
三
石

山
線
法
面
改
良
工
事
８
８
０
万

円
・
林
道
富
士
見
山
線
法
面
改

良
工
事
５
０
０
万
円
）

・�
教
育
費
（
水
道
原
水
水
質
検
査

業
務
委
託
54
万
円
・
新
身
延
中

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
工
事

３
０
３
０
万
円
・
新
身
延
給
食

セ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

工
事
１
２
９
万
円
・
健
康
増
進

施
設
外
構
工
事
３
４
０
４
万
円
）

・�

諸
支
出
金
（
基
金
元
利
積
立
金

４
億
７
９
９
４
万
円
）

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算　

（
第
３
号
）

・�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
万
５
０

０
０
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
総

額
16
億
６
０
２
６
万
７
０
０
０

円
と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
入
金	

11
万
５
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
総
務
費
（
一
般
管
理
費
11
万
５

０
０
０
円
）

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
42
万
１
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

総
額
４
億
９
７
３
４
万
３
０
０

０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
諸
収
入	

33
万
１
０
０
０
円

（
歳
出
）

・�

総
務
費
（
償
還
金
及
び
還
付
金

加
算
金
33
万
１
０
０
０
円
）

●�
令
和
４
年
度
身
延
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・�
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
１

１
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
総
額
24
億
５
２
０
０

万
７
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
越
金９

９
８
１
万
７
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
諸
支
出
金	

１
億
円

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算　

（
第
３
号
）

・�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
９
３

万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
総
額
７
憶
２
３
３
４
万

１
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
入
金１

０
９
３
万
５
０
０
０
円

（
歳
出
）

・�

水
道
維
持
費
（
簡
易
水
道
管
理

費
９
８
８
万
５
０
０
０
円
）

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
農
業
集
落

排
水
事
業
等
特
別
会
計
補
正　

予
算
（
第
１
号
）

・�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
17
万
５
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

総
額
２
６
５
６
万
２
０
０
０
円

と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
入
金	

17
万
５
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
小
規
模
集
合
排
水
事
業
費11

万
円

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

・�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
１
万

２
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
総
額
３
億
４
４
１
１
万
７

０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
入
金

３
６
２
万
１
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
下
水
道
事
業
費

４
２
１
万
２
０
０
０
円

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
下
部
奥
の

湯
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正　

予
算
（
第
２
号
）

・�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
38
万
５
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

総
額
１
６
８
８
万
３
０
０
０
円

と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
越
金	

38
万
５
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
温
泉
事
業
費

14
万
４
０
０
０
円

・
基
金
積
立
金

24
万
１
０
０
０
円
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変
更
契
約

●
町
道
西
谷
線
道
路
舗
装
工
事

　

請
負
契
約
変
更
契
約
に
つ
い
て

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
増
額
金
額７

９
７
万
６
１
０
０
円

・
契
約
金
額　

５
５
０
５
万
６
１
０
０
円

・
契
約
先　

丸
浜
舗
道
株
式
会
社

・�

変
更
契
約
理
由　

車
道
舗
装
を

夜
間
施
工
に
変
更
し
た
こ
と
及

び
歩
道
の
施
工
工
法
を
変
更
す

る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

発
委

●
身
延
町
議
会
の
個
人
情
報
の

　

�

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
が

公
布
さ
れ
、地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
は
、同

法
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き

運
用
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、

議
会
に
つ
い
て
は
、同
法
に
規
定

す
る
地
方
公
共
団
体
の
機
関
か
ら

除
外
さ
れ
、法
の
規
律
の
適
用
対

象
外
と
な
る
が
、議
会
に
お
い
て

も
自
律
的
な
対
応
の
も
と
個
人
情

報
の
適
切
な
取
扱
い
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
た
め
。

第
５
回
臨
時
会

補
正
予
算

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

・�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
０
３

万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
総
額
１
１
４
億
５
５
５

３
万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
国
庫
支
出
金	
５
１
５
４
万
円

（
歳
出
）

・�

総
務
費（
商
品
券
配
布
事
業
費

５
６
４
５
万
５
０
０
０
円
）

・�

観
光
費
（
峡
南
地
域
周
遊
観
光

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
負
担
金

２
７
４
万
３
０
０
０
円
） 

・
教
育
費
（
身
延
中
学
校
野
球
部

選
手
派
遣
費
補
助
金
69
万
７
０

０
０
円
）

契
約

●
ヤ
マ
メ
の
里
撤
去
工
事
請
負

　

契
約
に
つ
い
て

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額	

５
０
９
３
万
円

・
契
約
先	

株
式
会
社
古
関
工
業

変
更
契
約

●�

健
康
増
進
施
設
奥
の
湯
温
泉

管
布
設
工
事
請
負
契
約
の
一
部　

変
更
に
つ
い
て

・
増
額
金
額１

０
２
万
３
０
０
０
円

・
契
約
金
額８

７
１
５
万
３
０
０
０
円

・
契
約
先	

株
式
会
社
古
関
工
業

・�

契
約
変
更
理
由　

急
峻
な
山
腹

に
温
泉
管
を
布
設
す
る
工
事
で
あ

る
た
め
地
形
に
合
わ
せ
て
実
際
の

施
工
を
す
る
必
要
が
あ
り
、延
長
、

振
止
め
部
材
及
び
空
気
弁
を
増

工
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

諮
問

●�
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
氏
名　

渡
辺
美
幸
（
中
富
地
区
）

・
任
期　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

・
氏
名　

松
野　

拡
（
身
延
地
区
）

・
任
期　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

第
４
回
臨
時
会

議
員
辞
職
の
報
告

・
辞
職

　

議
席
番
号
11
番　

柿
島
良
行

専
決
処
分
・
補
正
予
算

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

・�

歳
入
歳
出
に
、
１
億
２
８
３
２

万
５
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追

加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
１
１
３

億
９
３
４
９
万
９
０
０
０
円
と

す
る
。

（
歳
入
）

・
国
庫
支
出
金１

億
１
８
９
５
万
円

（
歳
出
）

・�

総
務
費（
電
力
・
ガ
ス
・
食
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金〈
１

８
２
０
世
帯
〉
９
１
０
０
万
円
）

・�

衛
生
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
２
０
３
２
万
２
０
０
０
円
）

身
延
町
監
査
委
員
会
の

選
任
に
つ
い
て

・
議
員
監
査
委
員
選
出

議
員　

広
島
法
明

各
組
合
議
会
関
係

・
峡
南
衛
生
組
合
議
会

議
員　

佐
野
知
世

※
議
会
の
選
挙
に
よ
り
選
任

�

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
関
係

・
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員　

野
島
俊
博

・
議
会
運
営
委
員
会

副
委
員
長　

伊
藤
達
美

委
員　

野
島
俊
博

・
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
達
美

委
員　

野
島
俊
博

※�

閉
会
中
の
た
め
、
議
長
が
指
名

正
副
委
員
長
は
各
委
員
会
で
互

選
。
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委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。常任委
員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されている常任委員会
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3 つの常任委員会で質問された内容すべてを掲載されていません。なお、原則として議長及び各委員長は、
質問いたしません。所属委員以外は、議員と表記しています。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

望
月
悟
良

▼
議
案
第
92
号

　

�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
10
号
）

山
下
利
彦
委
員　

繰
越
明
許
費

が
い
く
つ
か
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
発
注
者
側
の
準
備

不
足
か
。
ま
た
次
年
度
予
算
で

は
不
可
能
な
の
か
。

財
政
課　

年
度
途
中
に
お
い
て
突

発
的
な
事
案
や
工
期
が
来
年
度

と
な
り
災
害
対
応
等
す
ぐ
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
な
ど

を
計
上
し
て
い
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

機
器
の
発

注
に
つ
い
て
は
債
務
負
担
行
為

や
継
続
費
と
せ
ず
に
繰
越
明
許

費
と
し
て
い
る
こ
と
が
ル
ー
ル

上
の
問
題
は
な
い
か
。

財
政
課　

法
令
上
適
切
な
処
理
で

あ
る
。
機
器
の
調
達
に
関
し
て

は
、
現
在
納
期
が
不
明
瞭
な
も

の
が
あ
り
、
早
め
に
発
注
し
て

納
期
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
繰
越
明
許
費
と
し
た
。

田
中
一
泰
委
員　

繰
越
明
許
費
と

予
算
の
関
係
で
、
同
一
の
予
算

案
と
し
て
議
会
に
提
出
す
る
こ

と
は
問
題
な
い
か
。

財
政
課　

同
一
の
予
算
案
と
し
て

も
問
題
な
い
。
元
々
確
保
さ
れ

て
い
る
予
算
を
繰
り
越
す
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
補
正
予

算
と
繰
越
明
許
費
が
同
一
の
予

算
案
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

佐
野
昇
委
員　

物
価
高
騰
の
状
況

の
中
で
、
燃
料
費
は
ど
れ
く
ら

い
上
振
れ
し
て
い
る
か
。

財
政
課　

燃
料
費
１
８
８
万
円
、

光
熱
水
費
１
８
３
９
万
円
、
合

計
２
０
２
７
万
円
の
補
正
予
算

を
計
上
し
た
。

佐
野
昇
委
員　

公
共
施
設
の
電
気

料
の
高
騰
に
伴
う
対
策
は
。

総
務
課　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
推

奨
、
こ
ま
め
な
電
源
の
オ
フ
や

室
内
温
度
の
適
切
な
管
理
な
ど

を
周
知
徹
底
し
て
い
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

林
道
三
石
山
線

は
、毎
年
法
面
崩
落
等
に
よ
っ

て
予
算
計
上
が
さ
れ
て
い
る
が
、

設
置
の
目
的
や
利
用
の
状
況
は
。

建
設
課　

民
有
林
の
伐
採
や
搬
出

を
行
な
っ
て
お
り
森
林
施
業
を

担
っ
て
い
る
。法
面
改
良
工
事

は
、法
面
崩
落
箇
所
の
改
良
工

事
で
あ
り
、緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
。災
害
復
旧
工
事

は
、台
風
15
号
に
よ
る
被
災
箇

所
の
復
旧
工
事
で
、林
野
庁
及

び
財
務
省
の
災
害
査
定
を
受
け

事
業
内
容
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

山
下
利
彦
委
員　

民
間
保
育
所
保

育
業
務
の
補
正
額
は
８
０
０
万

円
だ
が
総
額
は
。

子
育
て
支
援
課　

総
額
１
億
９
８

　

２
７
万
１
０
０
０
円
で
あ
る
。

山
下
利
彦
委
員　
「
児
童
送
迎
業

務
」
増
額
の
理
由
は
。

子
育
て
支
援
課　

身
延
学
童
保
育
室

児
童
送
迎
業
務
を
民
間
事
業
者
へ

委
託
す
る
た
め
の
増
額
で
あ
る
。

佐
野
昇
委
員　

み
の
ぶ
自
然
の
里

の
非
常
用
発
電
機
の
修
繕
に
つ

い
て
、
発
電
機
の
大
き
さ
や
稼

働
時
間
は
。

観
光
課　

消
防
用
設
備
へ
の
電
源

供
給
が
途
絶
え
た
場
合
に
対
応

し
得
る
非
常
電
源
で
あ
る
。

山
下
利
彦
委
員　

公
有
財
産
購
入

費
「
身
延
総
合
文
化
会
館
駐
車

場
土
地
購
入
」
の
詳
細
は
。

生
涯
学
習
課　

相
続
登
記
が
完
了
し

た
の
で
残
金
を
予
算
計
上
し
た
。

伊
藤
達
美
委
員　

中
学
校
建
設
事

業
費
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
工

事
３
０
３
０
万
５
０
０
０
円
に

つ
い
て
、
な
ぜ
当
初
予
算
で
の

計
上
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
財

源
の
確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

施
設
整
備
課　

令
和
５
年
度
の
当

初
予
算
で
計
上
予
定
で
あ
っ
た

が
、原
材
料
不
足
や
物
流
の
滞
り

も
あ
り
、機
器
の
納
期
に
日
数
を

要
す
と
の
情
報
が
あ
り
、早
期
発

注
に
努
め
る
た
め
に
計
上
し
た
。

田
中
一
泰
委
員　

健
康
増
進
施
設

の
外
構
工
事
に
つ
い
て
、
駐
車

場
の
仕
様
変
更
だ
が
、
当
初
の

設
計
か
ら
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

と
な
っ
て
い
た
の
か
。

施
設
整
備
課　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
あ

り
、
当
初
の
提
案
設
計
時
に
は

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
も
可
能
と
す

る
多
目
的
な
利
用
を
想
定
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
管
理
上
の
問
題

か
ら
舗
装
仕
様
に
変
更
し
た
。

山
下
利
彦
委
員　

中
学
校
建
設
事

業
費
内
の
水
質
検
査
業
務
委
託

に
つ
い
て
、
検
査
項
目
は
。
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施
設
整
備
課　

地
盤
改
良
に
使
用

さ
れ
る
セ
メ
ン
ト
固
化
材
の
影

響
を
調
査
す
る
た
め
の
も
の
。

下
山
地
区
の
井
戸
４
カ
所
で
実

施
。
検
査
は
井
戸
の
原
水
調
査

に
な
り
40
項
目
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

検
査
結
果

は
い
つ
出
る
の
か
。
ま
た
結
果

の
公
表
予
定
は
あ
る
の
か
。

施
設
整
備
課　

地
盤
改
良
工
事
終

了
後
、
１
月
に
検
査
を
実
施
。

　
　

１
ヵ
月
程
度
で
結
果
が
出
る

と
思
わ
れ
る
。
住
民
へ
の
説
明

会
を
行
う
予
定
は
な
い
が
、
地

元
の
下
山
地
区
へ
水
質
検
査
結

果
の
情
報
を
提
供
す
る
予
定
。

　
▼
議
案
第
93
号

　

�

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

町
民
課

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
94
号

　

�

令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

町
民
課
関
係

広
島
法
明
委
員　

過
年
度
還
付
金

の
件
数
は
。

町
民
課　

83
件
で
あ
る
。

▼
議
案
第
95
号

　

�

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

福
祉
保
健
課
関
係

渡
辺
文
子
委
員　

基
金
積
立
金
の

使
途
は
。

福
祉
保
健
課　

今
後
の
介
護
保
険
料

の
改
定
や
介
護
給
付
へ
の
充
当
。

田
中
一
泰
委
員　
繰
越
金
残
額
は
。

福
祉
保
健
課　

約
３
６
０
０
万
円
。

渡
辺
文
子
委
員　

介
護
予
防
住
宅

改
修
費
の
実
績
件
数
と
見
込
み

件
数
は
。

福
祉
保
健
課　

実
績
は
10
件
、
見

込
み
件
数
は
６
件
で
あ
る
。

▼
議
案
第
96
号

　

�

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

環
境
上
下
水
道
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
97
号

　

�

令
和
４
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

等
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

環
境
上
下
水
道
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
99
号

　

�

令
和
４
年
度
下
部
奥
の
湯
温
泉

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

下
部
支
所

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
79
号

　

�

身
延
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

デ
ジ
タ
ル
社
会

に
お
け
る
脅
威
と
し
て
情
報
漏

え
い
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
対

策
及
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

総
務
課
長　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

基
本
方
針
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
基
準
等
を
定
め
対
策

に
努
め
て
い
る
。

▼
議
案
第
80
号

　

�

身
延
町
職
員
の
高
齢
者
部
分

休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

総
務
課
関
係

渡
辺
文
子
議
員　

部
分
休
業
が
取

得
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

取
得
で
き
る
年
齢
は
60
歳
だ
け

な
の
か
。

総
務
課
長　

条
例
第
２
条
２
項
に

よ
り
60
歳
以
降
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
任
命
権
者
が
承
認
を

行
う
こ
と
で
取
得
で
き
る
。

望
月
悟
朗
委
員　

会
計
年
度
任
用

職
員
は
対
象
か
。

総
務
課
長　

対
象
で
は
な
い
。

山
下
利
彦
議
員　

管
理
職
手
当
、

退
職
手
当
の
影
響
は
。

総
務
課
長　

条
例
第
３
条
で
取
得

し
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
減
額

し
て
支
給
す
る
こ
と
を
規
定
。

退
職
手
当
は
市
町
村
総
合
事
務

組
合
退
職
手
当
条
例
に
基
づ
き

支
給
、取
得
し
た
場
合
は
、取
得

し
た
期
間
の
２
分
の
１
を
在
職

期
間
か
ら
控
除
し
て
支
給
す
る
。

▼
議
案
第
82
号

　
�

身
延
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
83
号

　

�

身
延
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
84
号

　

�

身
延
町
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

山
下
利
彦
議
員　

新
規
採
用
者
の

抑
制
と
職
員
数
の
増
加
に
つ
い

て
は
。

総
務
課
長　

庁
内
検
討
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
今
後
10

年
間
の
職
員
数
の
動
向
を
見
込

み
、
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

す
る
。
一
時
的
に
増
加
も
見
込

ま
れ
る
が
計
画
を
基
に
平
準
的

に
採
用
す
る
予
定
。

佐
野
知
世
委
員　

雇
用
契
約
時
に

退
職
年
齢
の
契
約
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

契
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

佐
野
昇
副
委
員
長　

支
給
額
が
７

割
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
均
額

が
７
割
で
人
事
評
価
で
８
割
・

６
割
が
あ
る
の
か
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

伊
藤
雄
波
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総
務
課
長　

給
料
表
に
対
し
て
７

割
の
給
料
を
支
給
し
、
人
事
評

価
は
勤
勉
手
当
に
反
映
さ
れ

る
。

▼
議
案
第
85
号

　

�

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

　

質
疑
無
し

　
▼
議
案
第
86
号

　

�

身
延
町
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
87
号

　

�

身
延
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

税
務
課
関
係

広
島
法
明
委
員　

南
部
町
も
４
月

の
納
付
期
限
を
変
更
す
る
の
か
。

税
務
課
長　

変
更
す
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
が
、
事
務
的
に
今
年

度
は
改
正
で
き
な
い
と
聞
く
。

▼
議
案
第
88
号

　

�

身
延
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

建
設
課
関
係

深
山
光
信
議
員　

今
ま
で
条
例
改

正
は
あ
っ
た
の
か
。

建
設
課
長　
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
下
利
彦
議
員　

町
営
住
宅
の
入

居
率
は
。

建
設
課
長　

老
朽
化
し
て
い
る
木

造
住
宅
は
入
居
停
止
し
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
住
宅
は
約
８
割

程
度
の
入
居
率
で
あ
る
。

田
中
一
泰
委
員　
「
連
帯
保
証
人
」

で
な
く
「
保
証
人
」
で
い
い
の

で
は
。

建
設
課
長　

入
居
者
の
身
元
引
受

も
含
め
て
保
証
を
お
願
い
し
て

い
る
、近
隣
状
況
の
動
向
を
見

な
が
ら
今
後
も
検
討
し
て
い

く
。

渡
辺
文
子
議
員　

過
去
に
連
帯
保

証
人
に
金
銭
面
な
ど
で
、
相
談

し
た
経
緯
は
あ
る
の
か
。

建
設
課
長　

家
賃
の
滞
納
が
あ
る

場
合
、
連
帯
保
証
人
を
通
じ
て

家
賃
の
納
付
な
ど
指
導
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

▼
議
案
第
89
号

　

�

身
延
町
風
致
地
区
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

建
設
課
関
係

深
山
光
信
議
員　

罰
則
規
定
を
広

報
で
の
周
知
を
考
え
て
い
る

か
。

建
設
課
長　

条
例
改
正
に
つ
い
て

告
示
行
為
は
行
な
う
が
、
改
め

て
罰
則
規
定
の
周
知
は
行
な
わ

な
い
。

▼
議
案
第
90
号

　

�

身
延
町
下
部
温
泉
会
館
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

観
光
課
関
係

山
下
利
彦
議
員　

普
通
財
産
と
し

て
下
部
区
に
払
い
下
げ
す
る
の

か
。

観
光
課
長　

令
和
５
年
度
以
降
、
必

要
な
事
務
手
続
き
を
経
て
下
部

区
に
貸
し
付
け
る
方
向
で
あ
る
。

佐
野
知
世
委
員　

温
浴
施
設
の
運

営
を
令
和
５
年
１
月
31
日
で
終

了
と
す
る
経
緯
は
。

観
光
課
長　

令
和
４
年
10
月
28
日

に
開
催
さ
れ
た
管
理
運
営
委
員

会
に
お
い
て
温
浴
施
設
の
運
営

終
了
日
に
つ
い
て
協
議
し
決
定

し
た
。

▼
議
案
第
81
号

　

�

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進

施
設
条
例
の
制
定

伊
藤
雄
波
議
員　

農
林
産
物
直
売

所
１
回
４
６
０
円
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

生
涯
学
習
課　

営
業
時
間
前
に
施

設
の
「
え
ん
が
わ
」
に
お
い
て

行
う
朝
市
の
出
店
料
と
し
て
明

記
し
て
あ
り
、
税
込
５
０
０
円

と
な
る
。

佐
野
昇
議
員　

法
人
会
員
の
区
分

が
な
い
が
、
個
人
会
員
の
み
と

い
う
こ
と
か
。

生
涯
学
習
課　

法
人
区
分
は
な
い

が
、
こ
の
条
例
に
明
記
さ
れ
て

い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今

後
サ
ン
ロ
ー
ド
よ
り
提
案
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

深
山
光
信
副
委
員
長　
「
ヘ
ル
シ

ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド
大
里
店
」

で
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
割
引
が
あ
る
が
、
共
有
で
き

る
か
。

生
涯
学
習
課　

サ
ン
ロ
ー
ド
に
問

合
せ
を
し
た
が
、
検
討
中
と
の

回
答
で
あ
る
。

佐
野
知
世
議
員　

旅
館
宿
泊
者
が

施
設
を
利
用
し
た
場
合
、
旅
館

と
施
設
両
方
に
入
湯
税
を
納
付

す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課　

施
設
ご
と
の
納
付

と
な
り
両
方
へ
納
付
す
る
。

　
　

同
日
に
同
じ
施
設
を
２
回

利
用
し
た
場
合
、
申
し
出
に
よ

り
２
回
目
は
納
付
の
必
要
は
な

い
。

▼
議
案
第
91
号

　

�

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

遠
藤
公
久
委
員　

施
設
修
繕
に
つ

い
て
、
ゆ
ば
の
里
の
よ
う
に
具

体
的
な
金
額
を
設
定
せ
ず
、
そ

の
都
度
協
議
し
て
い
く
の
か
。

生
涯
学
習
課　

約
款
に
も
具
体
的

な
金
額
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、そ
の
都
度
の
協
議
と
な
る
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

渡
辺
文
子
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議案に対する賛否議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

遠
藤
公
久

深
山
光
信

佐
野　

昇

山
下
利
彦

佐
野
知
世

伊
藤
雄
波

望
月
悟
良

田
中
一
泰

広
島
法
明

野
島
俊
博

渡
辺
文
子

伊
藤
達
美

上
田
孝
二

第
４
回
定
例
会（
12
月
9
日
～
16
日
）

●条例の制定 ●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

議案第79号 身延町個人情報保護法施行条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第80号 身延町職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第81号 身延町スポーツ健康増進施設条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●条例の一部改正・廃止
議案第82号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号 身延町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第85号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第86号 身延町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関
する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第87号 身延町税条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第88号 身延町営住宅条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第89号 身延町風致地区条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第90号 身延町下部温泉会館条例を廃止する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●指定管理者の指定
議案第91号 身延町スポーツ健康増進施設の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算
議案第92号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第93号 令和４年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第94号 令和４年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第95号 令和４年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第96号 令和４年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第97号 令和４年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第98号 令和４年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第99号 令和４年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●変更契約
議案第100号 町道西谷線道路舗装工事請負契約変更契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●発委（発委とは委員会が発議すること）
発委第1号 身延町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
10
月
17
日
）

第
４
回
臨
時
会

●報告

報告第8号 専決処分の承認を求めること
（令和４年度身延町一般会計補正予算（第８号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●人事案件
同意第7号 身延町監査委員の選任について（広島法明氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
5
回
臨
時
会（
11
月
４
日
）

●補正予算
議案第76号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●契約及び変更契約
議案第77号 ヤマメの里撤去工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第78号 健康増進施設奥の湯温泉管布設工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●人事案件
諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（渡辺美幸氏）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ( 松野拡氏）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内容については、6P ～ 8P の「第4回定例会議案説明」及び「第4回・第5回臨時会」をご覧ください。



13　No.73 みのぶ議会だより

一  般  質  問一  般  質  問

７人の議員が登壇７人の議員が登壇

町政のあり方について質疑　町政のあり方について質疑　1212月月1212日日

一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的
提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策につ
いて報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、町の行財政全般（公共
事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密接してい
る事項など多岐にわたっています。

１ 遠藤公久　議員… ……………… 14 ページ
　①マイナンバーカード取得状況について
　②みのぶ観光ボランティアガイドの会について
　③��町民の健康維持・病気予防早期発見の施策に
　　ついて
　④�国立山梨大学教育学部付属中学校の募集要項
身延町除外について

２ 山下利彦　議員… ……………… 15 ページ
　①「身延町健康増進施設」の管理運営について
　②�重度心身障害者の医療費窓口無料化と災害時
の対応について

　③総合計画における定住政策の変更と医師確保

３ 伊藤達美　議員… ……………… 16 ページ
　①令和５年度予算について
　②行政のデジタル化と行財政改革について
　③あけぼの大豆事業のこれからの経営戦略に
　　ついて
　④令和５年度西嶋和紙の里に関連する予算に
　　ついて

４ 深山光信　議員… ……………… 17 ページ
　①道の駅しもべについて
　②国道 300 号本栖みち中之倉バイパス開通に
　　ついて
　③富士山の眺望について

５ 渡辺文子　議員… ……………… 18 ページ
　①�町で集めている社会福祉協議会等の会費や募
金等の見直しについて

　②リサイクルステーションの設置を
　③保育園で使用済みのおむつの処理を
　④福祉灯油制度の実施を

６ 佐野　昇　議員… ……………… 19 ページ
　①鳥獣被害対策の取組み内容について
　②新型コロナウイスル感染状況と対策

７ 田中一泰　議員… ……………… 20 ページ
　①身延町山林資源の活用の取り組みについて

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※�掲載の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。掲載されていない質問項目もありますので、
閲覧したい方は議会事務局に会議録がありますので連絡ください。

○一般質問の傍聴人数
６人の皆様が熱心に傍聴されました。
ありがとうございました。
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国立中学校募集要項、身延町除外問題について
問　町当局としての対応・考えは

答　�児童自身が将来の希望する進路に向けて、より望ましいと
考える学習環境を求めて、進路先を選択し、中学受験する
ことも必要なことだと認識している（町長）

み
の
ぶ
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
に
つ
い
て

問　

何
名
の
方
が
在
籍
し
、何
件
、

何
名
ガ
イ
ド
を
行
な
っ
た
の
か
。

観
光
課
長　

会
員
19
名
、
令
和
４

年
度
の
実
績
98
件
、
２
０
０
４

人
に
対
し
、
延
べ
２
１
９
名
の

ガ
イ
ド
が
対
応
し
た
。

問　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
活

動
補
助
の
為
の
予
算
計
上
は
考

え
て
い
る
の
か
。

観
光
課
長　

今
後
も
活
発
な
活
動

を
で
き
る
だ
け
継
続
し
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
か
ら
、令
和
５
年

度
以
降
も
運
営
に
対
す
る
補
助

金
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

今
後
、町
の
予
算
措
置
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、ガ
イ
ド
の
活

動
を
も
っ
と
広
く
町
民
に
広
報

す
る
必
要
も
あ
る
か
と
考
え
る

が
、具
体
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方

法
や
広
報
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
課
長　

ま
ち
づ
く
り
に
積
極

的
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
活
動

に
対
し
て
は
、よ
り
活
躍
で
き

る
よ
う
に
、町
と
し
て
も
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
。ま
た
、

広
報
み
の
ぶ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
、町
内
だ
け
で
な
く
、広
く

発
信
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問　

身
延
町
内
周
遊
型
の
ツ
ア
ー

な
ど
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
た
具
体
的
な
観
光
振
興
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
課
長　

町
内
の
観
光
資
源
を

面
的
に
捉
え
、来
訪
者
が
町
内
を

周
遊
し
滞
在
時
間
を
増
や
す
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。関
係

者
相
互
が
連
携
し
、行
政
だ
け

で
な
く
多
く
の
方
と
課
題
を
共

有
し
て
、取
り
組
ん
で
い
く
。

町
民
の
健
康
維
持
・
病
気
予
防

早
期
発
見
の
施
策
に
つ
い
て

問　

任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
に
対

し
て
の
本
町
独
自
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
の
現
状
は
。

福
祉
保
健
課
長　

子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助

成
事
業
の
１
件
で
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

２
５
０
０
円
助
成
し
て
い
る
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

町
独
自
の
助
成
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長　

町
内
２
病
院
で

の
接
種
費
用
の
平
均
は
、
生
ワ

ク
チ
ン
が
約
８
４
０
０
円
で
、

接
種
回
数
は
１
回
、
よ
り
予
防

効
果
の
高
い
不
活
性
化
ワ
ク
チ

ン
は
１
回
約
２
万
２
０
０
０
円

で
、
２
回
接
種
が
必
要
。
国
の

動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
助
成

を
実
施
し
て
い
る
他
自
治
体
の

事
例
や
近
隣
自
治
体
の
状
況
を

参
考
に
し
、
町
民
の
方
々
か
ら

の
要
望
も
聞
き
な
が
ら
、
長
期

的
な
財
政
面
も
考
慮
し
、
助
成

が
可
能
か
ど
う
か
研
究
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

問　

過
去
５
年
の
本
町
の
３
歳
児

健
診
で
の
視
覚
検
査
の
現
状
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

５
年
合
計

１
８
６
人
、
視
覚
精
密
検
査
対

象
児
は
０
人
。

問　
一
般
的
な
聞
き
取
り
に
よ
る

調
査
で
は
、
０
と
い
う
数
字
の

中
で
見
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
る

可
能
性
も
な
い
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
本
町
の
弱
視
の
検
査
方

法
お
よ
び
屈
折
検
査
機
器
、
い

わ
ゆ
る
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
の
導
入
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

母
子
保
健

法
に
沿
い
、
家
庭
で
の
「
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
、
視
力
検
査
」
を

健
診
当
日
確
認
す
る
方
法
を
採

用
。
機
器
導
入
は
、
本
定
例
会

に
審
議
い
た
だ
き
、
令
和
５
年

２
月
の
次
回
３
歳
児
健
診
か
ら

導
入
を
目
指
す
。

問　

弱
視
発
見
後
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

経
済
的
支
援

を
含
め
、
ご
家
族
の
不
安
解
消

に
継
続
的
に
努
め
る
。

国
立
中
学
募
集
要
項
、身
延
町

除
外
問
題
に
つ
い
て

問　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
の

教
育
長
答
弁
は
、募
集
要
項
を

定
め
る
権
限
は
山
梨
大
学
教
育

学
部
付
属
中
学
に
あ
り
、学
校

設
置
者
で
あ
る
教
育
委
員
会
が
、

こ
の
問
題
を
公
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、町
当
局

の
対
応
、取
り
組
み
を
伺
う
。

町
長　

本
音
で
は
、学
校
設
置
者
の

立
場
と
し
て
身
延
中
学
校
に
全

員
が
進
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
私

は
望
ん
で
い
る
。し
か
し
、国
立

の
学
校
で
あ
る
こ
と
や
教
育
機

会
の
均
等
の
観
点
か
ら
も
本
町

の
児
童
の
受
験
の
可
能
性
に
つ

い
て
、町
と
し
て
要
望
書
を
提
出

し
て
、山
梨
大
学
教
育
学
部
付

属
中
学
校
側
と
協
議
し
て
い
く
。

※参考画像
Welch Allyn 製
Spotビジョンスクリーナー
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障害者に寄り添う、優しい福祉政策とは
問　重度心身障害者医療費窓口無料化復活の支援策は取れないか

答　�町単独での復活は困難である。少なくとも復活させる場合は、
県と県内市町村が足並みを揃えることが前提であると考える

（福祉保健課長）

健
康
増
進
施
設
の
在
り
方

問　

約
12
億
円
と
い
う
莫
大
な
投

資
に
よ
っ
て「
身
延
健
康
増
進

施
設
」が
来
年
５
月
か
ら
営
業

が
開
始
さ
れ
る
。令
和
３
年
度

決
算
の
財
政
状
況
に
お
い
て
、

自
主
財
源
比
率
か
ら
見
る
財
政

力
指
数
は
県
下
で
最
も
低
い
部

類
に
位
置
す
る
。財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
投
資
は
利
潤
を
生
み

だ
す
も
の
、住
民
の
生
活
改
善

を
図
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。地
方
交
付
税
が
先
細
る

中
、今
回
の
投
資
は
必
ず
自
主

財
源
比
率
を
上
げ
る
事
業
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。経
営
責
任

を
伴
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

生
涯
学
習
課
長　

維
持
管
理
及
び

運
営
業
務
に
係
る
業
務
月
報
、

四
半
期
報
、業
務
年
報
な
ら
び

に
当
月
キ
ャ
ッ
シ
ャ
フ
ロ
ー
月

次
報
告
を
提
出
さ
せ
、業
務
が

確
実
に
実
施
さ
れ
、サ
ー
ビ
ス

の
水
準
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
。担
当

窓
口
は
生
涯
学
習
課
で
あ
る
。

重
度
身
障
者
医
療
費
窓
口
無
料
化

問　

平
成
26
年
11
月
よ
り
窓
口
無

料
化
が
自
動
還
付
方
式
に
変

更
さ
れ
た
。
県
や
町
の
障
害
者

と
の
懇
談
会
に
お
け
る
切
実
な

声
を
聞
く
中
で
、
こ
の
償
還
払

い
は
大
き
な
負
担
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
す
る
。
障
害
者
に
寄
り

添
う
福
祉
行
政
の
趣
旨
か
ら
し

て
、
現
状
は
必
ず
し
も
応
え
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
窓
口
無

料
化
自
体
は
法
律
の
縛
り
が
無

く
、
町
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
実

現
で
き
る
も
の
だ
。　
　

　
　

身
延
町
が
県
内
に
先
行
し
て

独
自
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
窓
口
無
料
化
を
早
急
に
実
現

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

町
単
独
で
の
復

活
は
困
難
で
あ
る
。
県
内
の
病

院
や
薬
局
な
ど
の
医
療
機
関
、

医
療
保
険
の
各
保
険
者
、
国
保

連
合
会
な
ど
の
関
係
機
関
の
理

解
と
協
力
が
前
提
で
あ
り
、
こ

れ
ら
関
係
機
関
と
身
延
町
と
の

間
で
請
求
・
審
査
・
支
払
い
シ

ス
テ
ム
を
新
た
に
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
窓

口
無
料
化
方
式
を
復
活
さ
せ
る

場
合
は
、
山
梨
県
と
県
内
市
町

村
が
足
並
み
を
揃
え
る
こ
と
が

前
提
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

障
害
者
の
方
々
か
ら
発
せ
ら
れ

る
声
に
対
し
て
、ま
ず
耳
を
傾
け

る
こ
と
が
行
政
の
あ
る
べ
き
姿

と
考
え
る
。町
長
の
福
祉
政
策
へ

の
考
え
が
明
確
に
反
映
さ
れ
る

支
援
策
を
県
下
に
先
駆
け
て
導

入
し
て
頂
き
た
い
。町
長
の
こ
れ

に
つ
い
て
の
考
え
を
直
に
伺
う
。

町
長　

通
告
を
受
け
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
場
で
の
答
え
は
控

え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

若
者
定
住
政
策
変
更
と
医
師
確
保

問　

総
合
計
画
の
若
者
定
住
促
進

政
策
は
、
人
口
減
少
対
策
の
中

で
も
難
し
い
課
題
で
あ
る
。
定

住
政
策
の
変
更
と
し
て
の
「
産

婦
人
科
、
小
児
科
の
整
備
を
検

討
」
の
一
文
を
削
除
す
る
に
当

た
り
、総
合
計
画
策
定
委
員
会
、

地
域
審
議
会
、
さ
ら
に
は
議
会

全
員
協
議
会
で
は
ど
の
よ
う
な

意
見
が
あ
り
、
ま
た
変
更
に
対

し
て
の
承
認
は
ど
の
よ
う
に
行

な
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
医
師

確
保
に
お
い
て
、
こ
の
10
年
の

間
、医
療
機
関
と
の
協
議
な
ど
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
き
た
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

策
定
委
員
会
及

び
審
議
会
の
会
議
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、町
議
会
議

員
へ
の
意
見
照
会
の
中
で
、そ
の

点
に
対
す
る
意
見
は
な
か
っ
た
。

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、医
療
機

関
と
の
協
議
は
し
て
い
な
い
。

問　

他
町
に
頼
る
産
科
体
制
、
産

後
ケ
ア
体
制
を
維
持
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
妊
産
婦
に
対
す
る
交

通
費
と
し
て
の
「
通
院
費
等
に

係
る
経
費
の
補
助
」
を
新
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

子
育
て
支
援
課
長　

山
梨
県
内
で

補
助
を
し
て
い
る
市
町
村
は
無

い
。ま
た
対
象
者
か
ら
の
要
望
も

聞
か
れ
な
い
。現
在
、新
設
の
計

画
は
無
い
。

問　

県
は
、
周
産
期
・
小
児
科
医

療
圏
の
相
対
的
医
師
少
数
区
域

に
は
該
当
し
な
い
が
、
各
医
療

圏
に
お
い
て
大
き
な
偏
在
が
あ

り
、
医
師
派
遣
等
に
よ
り
地
域

偏
在
の
是
正
を
図
る
と
し
て
い

る
。
峡
南
地
域
の
共
通
の
課
題

解
決
の
た
め
、
知
事
と
峡
南
5

町
の
町
長
で
構
成
す
る
「
峡
南

地
域
ネ
ク
ス
ト
共
創
会
議
」
が

創
設
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
医
師

偏
在
の
是
正
を
強
く
県
に
要
望

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

峡
南
南
部
地
域

に
お
け
る
医
療
体
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
検
討
し
て
い
る
事
か
ら
、

ネ
ク
ス
ト
共
創
会
議
に
は
適
宜

報
告
し
、意
見
交
換
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
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令
和
５
年
度
予
算

問　

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
。　
　

町
長　

予
算
編
成
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
次
の
４
項

目
を
基
本
と
し
た
。

　
　

第
一
に
、将
来
を
見
据
え
た
、

健
全
な
財
政
を
維
持
し
な
が

ら
、第
２
次
総
合
計
画
の
主
要

な
事
務
事
業
等
に
取
組
む
こ
と
。

　
　

第
二
に
、
身
延
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で

掲
げ
た
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
各
施
策
・
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
。

　
　

第
三
に
、
町
民
の
安
全
を
最

優
先
に
防
災
、
減
災
対
策
に
計

画
的
に
取
組
む
こ
と
。

　
　

第
四
に
、
受
益
者
負
担
の
見

直
し
や
新
た
な
財
源
の
確
保
に

取
組
む
と
と
も
に
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
事
務
事
業
の
改
善

や
見
直
し
、
更
な
る
創
意
工
夫

に
よ
り
、経
費
の
削
減
を
図
り
、

取
組
む
べ
き
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
選
択
と
集
中
の
視
点
に

立
ち
、
施
策
の
優
先
順
位
付
け

を
念
頭
に
予
算
編
成
を
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
　

厳
し
い
財
源
の
中
で
は
あ
る

が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

最
大
限
の
効
果
を
上
げ
て
い
き

た
い
。

問　

物
価
上
昇
に
よ
る
主
要
公
共

事
業
執
行
へ
の
影
響
は
。　
　

施
設
整
備
課
長　
現
在
、我
々
を
と

り
ま
く
経
済
情
勢
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、連
日
様
々
な
品
目
で

値
上
げ
報
道
が
さ
れ
て
お
り
、建

設
現
場
に
お
い
て
も
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
鋼
材
、金
属
の
高
騰
が
続

き
、今
後
も
ア
ル
ミ
製
な
ど
の
金

属
製
建
具
や
石
膏
ボ
ー
ド
な
ど

の
内
装
材
、塗
料
、ガ
ラ
ス
な
ど

多
く
の
品
目
で
物
価
上
昇
が
予

定
さ
れ
て
る
。そ
ん
な
中
、請
負

業
者
側
で
は
価
格
上
昇
の
情
報

を
い
ち
早
く
収
集
し
、工
程
の
見

直
し
に
よ
り
資
材
の
早
期
発
注

や
早
期
購
入
を
行
う
こ
と
で
物

価
上
昇
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限

に
留
め
る
努
力
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

た
だ
し
、
来
年
以
降
も
資
材

価
格
の
高
騰
が
続
い
た
場
合

は
、「
公
共
工
事
標
準
請
負
契

約
約
款
」
第
25
条
の
ス
ラ
イ
ド

条
項
の
適
用
が
予
想
さ
れ
る
。

経
済
情
勢
の
推
移
や
資
機
材
の

物
価
動
向
を
注
視
し
、
ス
ラ
イ

ド
条
項
の
適
用
が
妥
当
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
議

会
に
諮
り
た
い
。

令
和
５
年
度
西
嶋
和
紙
の
里
予
算

問　

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
。　
　

生
涯
学
習
課
長　

西
嶋
和
紙
の
里

の
予
算
は
、
前
年
と
比
較
し
て

増
額
と
な
る
。

　
　

こ
の
増
額
の
理
由
は
、
よ
り

誘
客
が
図
れ
る
道
の
駅
な
ど
の

施
設
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
お
り
、
こ
れ
に
必
要
な
経

費
の
計
上
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

職
員
の
数
は
適
正
か
。　
　

生
涯
学
習
課
長　

西
嶋
和
紙
の
里

職
員
数
は
、
正
規
職
員
３
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
10
名
の
計 

13
名
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
10
名
の

内
、
週
５
日
勤
務
者
が
４
名
、

週
３
日
勤
務
者
が
５
名
、
週
２

日
勤
務
者
が
１
名
と
な
る
。

　
　

職
種
別
で
は
、
学
芸
員
業
務

に
１
名
、
和
紙
指
導
補
助
員
と

し
て
１
名
、
一
般
事
務
補
助
員

と
し
て
２
名
、
業
務
員
と
し
て

６
名
配
置
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
人
数
が
適
正
な
も
の
か

数
字
で
表
す
の
は
難
し
い
が
、

来
館
者
の
受
付
、商
品
の
販
売
、

団
体
客
に
対
す
る
事
前
準
備
・

製
作
作
品
の
郵
送
な
ど
の
事
後

処
理
、
館
内
の
清
掃
、
商
品
の

在
庫
管
理
・
商
品
の
発
注
等
、

数
多
く
の
業
務
が
あ
り
、
現
在

の
職
員
数
は
適
正
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
業
務
の
見
直
し

を
行
う
中
で
、
人
員
配
置
は
検

討
す
る
。

西嶋和紙の里予算について
問　施設リニューアルの予算措置は

答　�道の駅などの施設変更に必要な予算計上を検討している
　　 （生涯学習課長）

スポーツ健康増進施設建設状況 新身延中学校建設状況
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道
の
駅
し
も
べ
に
つ
い
て

問　

ホ
タ
ル
ド
ー
ム
、移
築
し
た

築
１
２
０
年
の
茅
葺
屋
根
の
民

家
、吊
り
橋
を
渡
っ
て
木
造
の

階
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
現
状
を
伺
う
。

産
業
課
長　

ホ
タ
ル
ド
ー
ム
は
、

雨
漏
り
や
展
示
物
の
老
朽
化
に

よ
り
入
館
を
休
止
し
て
い
る
。

　
　

古
民
家
は
、農
村
風
景
を
残
す

た
め
に
移
築
当
時
の
ま
ま
展
示

し
て
い
る
、屋
根
の
修
繕
が
必
要

な
た
め
、立
ち
入
り
は
で
き
な
い
。

　
　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
特
に
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
ま
で
登
る
木
造
の
階

段
は
、
一
部
が
破
損
し
て
い
る

た
め
使
用
で
き
な
い
。

問　

改
修
の
予
定
は
。

産
業
課
長　

い
ず
れ
の
施
設
に
つ

き
ま
し
て
も
、
改
修
計
画
は
現

在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
ま
で
登
る
階
段
に
つ
き

ま
し
て
は
、
撤
去
の
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

問　

改
修
計
画
は
古
民
家
、ホ
タ
ル

ド
ー
ム
の
改
修
予
定
が
な
い
な

ら
ば
、今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

産
業
課
長　

改
修
に
は
い
ず
れ
も

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
費
用
対
効
果
の
検
討
と
と

も
に
、
利
用
者
の
ご
意
見
も
伺

い
な
が
ら
検
討
す
る
。

国
道
３
０
０
号
本
栖
み
ち

中
之
倉
バ
イ
パ
ス
開
通
に
つ
い
て

問　
12
月
18
日
に
中
之
倉
バ
イ
パ

ス
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
た
少
し
交
通
量
も
増
え

る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、

駐
車
場
が
満
杯
に
な
っ
て
い

る
。
駐
車
場
の
拡
張
、
増
設
は

考
え
て
い
る
か
。

産
業
課
長　

駐
車
場
の
拡
張
に
つ

き
ま
し
て
は
、議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
必
要
性
を
十
分
感
じ
て
お

り
ま
す
が
、地
形
的
な
制
約
が
あ

り
ま
す
の
で
、検
討
し
て
い
く
。

問　

中
之
倉
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に

よ
り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
あ

げ
ら
れ
て
、
身
延
町
の
Ｐ
Ｒ
に

絶
好
の
機
会
だ
と
思
う
が
、
開

通
に
併
せ
て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
特

産
品
の
販
売
等
の
イ
ベ
ン
ト
の

予
定
は
。

観
光
課
長　

早
期
の
全
線
開
通
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

回
は
全
３
期
の
う
ち
第
１
期
工

事
の
竣
工
に
な
り
ま
す
の
で
、

当
面
は
既
存
施
設
へ
の
誘
客
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
全
線
開

通
の
折
に
は
、
観
光
面
で
の
効

果
に
結
び
付
け
る
施
策
を
検
討

す
る
。

富
士
山
眺
望
に
つ
い
て

問　

２
０
２
４
年
度
に
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
の
紙
幣
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
そ
の
千
円
札
も
今
年
９
月

に
製
造
を
終
え
た
。
新
紙
幣
に

変
わ
っ
て
い
く
と
同
時
に
身
延

町
の
認
知
度
の
低
下
も
考
え
ら

れ
る
。

　
　

身
延
町
に
は
中
之
倉
以
外

に
も
身
延
山
や
湯
之
奥
、
井
之

頭
ト
ン
ネ
ル
付
近
な
ど
素
晴
ら

し
い
富
士
山
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
が

数
多
く
あ
る
。
富
士
山
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
国
内
外
の
方

に
、
富
士
山
の
眺
望
場
所
の
Ｐ

Ｒ
と
観
光
地
と
の
連
携
は
。　

観
光
課
長　

千
円
札
の
裏
面
の

本
栖
湖
の
逆
さ
富
士
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
４
年
度
に
新
紙
幣

へ
移
行
さ
れ
た
あ
と
も
、
有
数

の
富
士
山
の
眺
望
地
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
ら
な
い
。
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
最
近
で
は
ア
ニ

メ
の
モ
デ
ル
地
と
し
て
描
か
れ

た
こ
と
で
誘
客
に
結
び
付
い
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き

町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と

し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　

本
栖
湖
以
外
の
眺
望
場
所
に

つ
い
て
は
、
町
内
各
地
か
ら
の

情
報
の
提
供
や
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ル
ー
ト
の
現
地
確
認
と
併
せ

て
良
好
な
眺
望
地
の
紹
介
を
行

な
っ
て
い
る
。
新
た
に
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
を
整
備
し
誘
客
に
結
び

付
け
る
場
合
は
、
誘
客
効
果
の

検
討
に
加
え
、
来
訪
者
の
ア
ク

セ
ス
、
安
全
性
等
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

　
他
の
質
問
事
項

・�

富
士
山
の
眺
望
で
き
る
展
望

デ
ッ
キ
の
整
備
の
検
討
は
。

道の駅しもべについて
　　ホタルドーム、古民家、モニュメントの改修の予定は

　　��改修計画は現在ございませんが、モニュメントまで登る階段
につきましては、撤去の方向で検討している　（産業課長）

古民家 ホタルドーム

モニュメント 木造の階段

問

答



渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

No.73 みのぶ議会だより　18

会
費
や
募
金
は
強
制
で
は
な
い

問　

町
で
集
め
て
い
る
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
会
費
が
払
え
な
い

家
庭
が
あ
る
と
聞
い
た
。
い
く

つ
も
の
会
費
や
募
金
の
支
払
い

が
あ
る
。
強
制
で
は
な
い
と
い

っ
て
い
る
が
、
金
額
を
含
め
て

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

ス
ポ
ー
ツ
協
会

会
費
は
、
令
和
３
年
度
、
４
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
が
で
き

ず
会
費
を
徴
収
し
な
か
っ
た
。

今
後
は
会
費
を
徴
収
し
な
い
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
依
頼

を
受
け
町
が
窓
口
と
な
り
、
強

制
で
は
な
く
、
ご
協
力
の
お
願

い
を
し
て
い
る
の
で
、
町
と
し

て
金
額
の
見
直
し
を
す
る
の
は

難
し
い
。
議
員
か
ら
の
意
見
は

各
団
体
に
伝
え
る
。
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
個
別
に
相
談

を
し
て
ほ
し
い
。

問　

現
在
、
５
１
２
０
世
帯
の
う

ち
非
課
税
世
帯
が
１
８
３
０

世
帯
で
全
世
帯
の
36
・
７
％
に

な
る
と
い
う
本
町
の
実
態
が
あ

る
。
払
え
な
い
人
た
ち
が
肩
身

の
狭
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
な

配
慮
が
必
要
だ
と
思
う
が
町
の

考
え
は
。

町
長　

区
長
さ
ん
た
ち
に
依
頼
す

る
と
き
に
、
あ
く
ま
で
強
制
で

は
な
い
こ
と
を
伝
え
た
い
。　
　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
を

問　

新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
を
い
つ

で
も
持
っ
て
行
っ
て
置
い
て
お

け
る
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
本
庁
舎
や
支
所
な
ど
に
設

置
を
望
む
声
が
あ
る
。
町
と
し

て
設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

収
集
業
者

等
関
係
者
と
調
整
の
上
、
常
設

の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
を
来
年
度
に
向
け
検
討

し
た
い
。

問　

近
隣
市
町
村
の
設
置
状
況
は

ど
う
か

環
境
上
下
水
道
課
長　

市
川
三

郷
町
１
０
５
箇
所
、
富
士
川
町　

１
１
５
箇
所
、
南
部
町
17
箇
所

と
な
っ
て
い
る
。

使
用
済
み
の
お
む
つ
は
保
育
園

で
処
分
を

問　

以
前
に
も
こ
の
質
問
を
し
た

が
、
使
用
済
み
の
お
む
つ
の
持

ち
帰
り
は
不
衛
生
で
す
。
使
用

済
み
の
紙
お
む
つ
を
保
育
園
で

処
分
す
る
近
隣
市
町
村
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
状

況
は
ど
う
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

現
状
は
公
立

保
育
所
３
園
、
私
立
保
育
所
２

園
の
内
「
保
育
園
で
使
用
し
た

紙
お
む
つ
を
園
で
処
理
し
て
い

る
」
の
は
私
立
１
園
で
す
。
令

和
５
年
度
か
ら
保
護
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
町
立
保
育
所
に
お

い
て
は
「
保
育
園
で
使
用
し
た

紙
お
む
つ
は
園
で
処
分
す
る
」

方
向
で
進
め
て
い
く
。

　

福
祉
灯
油
制
度
の
実
施
を

問　

心
身
障
が
い
者
の
い
る
世
帯

や
高
齢
者
の
世
帯
、母
子
世
帯
な

ど
は
こ
の
冬
は
と
く
に
大
変
な

生
活
に
な
る
と
思
う
。厳
し
い
寒

さ
に
な
る
こ
れ
か
ら
に
向
け
て

福
祉
灯
油
の
実
施
が
望
ま
れ
る

が
町
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　

現
在
、
様
々

な
も
の
が
価
格
高
騰
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
家
計
に
非
常
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
の
一
世
帯

あ
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
や
一
人
当

た
り
、
５
０
０
０
円
の
商
品
券

追
加
給
付
は
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
必
要
に
な
る
灯
油
等
に
か
か

る
費
用
に
有
効
な
支
援
で
あ
る

と
思
う
。

問　

今
年
は
た
ま
た
ま
給
付
金
が

あ
る
が
こ
の
福
祉
灯
油
制
度
の

実
施
が
今
後
必
要
だ
と
思
う

が
。

町
長　

福
祉
灯
油
制
度
と
い
う
灯

油
に
限
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
と

思
う
が
、
来
年
以
降
の
冬
に
向

け
て
の
対
策
を
検
討
す
る
余
地

は
あ
る
と
思
う
。

町が窓口となり集めている会費等や募金について
問　払えない人たちが肩身の狭い思いをしないような配慮を

答　�あくまで強制ではないことを伝えたい （町長）
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鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　

鳥
獣
被
害
の
深
刻
化
・
広
域

化
・
農
作
物
被
害
の
み
な
ら
ず
、

　

生
活
に
影
響
を
与
え
る
被
害
の

防
止
は
待
っ
た
無
し
で
す
。
町

内
の
被
害
状
況
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課
長　

令
和
３
年
度
の
被
害

　

額
は
、
サ
ル
２
６
８
万
６
０
０

　

０
円
、
シ
カ
１
６
７
万
４
０
０

　

０
円
、
イ
ノ
シ
シ
１
０
６
万
９

　

０
０
０
円
、
そ
の
他
１
４
１
万

　

２
０
０
０
円
、
合
計
で
６
８
３

　

万
７
０
０
０
円
に
な
る
。

問　

県
で
は
対
策
交
付
金
を
11
億

　

４
９
０
０
万
円
用
意
し
て
20
の

市
町
村
に
支
出
し
て
い
る
が
本

町
へ
の
交
付
は
な
か
っ
た
。
捕

獲
檻
も
不
足
し
て
い
る
と
判
断

す
る
が
交
付
金
の
活
用
は
。

産
業
課
長　

令
和
２
年
度
ま
で
に
、

サ
ル
用
の
檻
を
４
基
導
入
、昨
年

度
は
交
付
金
の
活
用
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。今
期
は
１
基
交
付

金
を
活
用
し
発
注
済
で
あ
る
。

再
質
問　

町
内
の
い
た
る
所
に
出

没
す
る
サ
ル
に
対
し
、
檻
の
活

用
は
順
番
待
ち
と
聞
く
が
、
こ

れ
で
十
分
対
応
で
き
る
と
判
断

し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　

産
業
課
長　

十
分
と
は
考
え
て
い

な
い
。
運
用
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
台
数
を
増
や
す
検
討
を
考

え
て
い
る
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置

規
則
が
あ
り
、
第
２
条
実
施
隊

の
業
務
内
容
を
確
認
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
の
人
数
は
、
活
動
内

容
は
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
し

て
い
る
の
か
。

産
業
課
長　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
は
猟
友
会
82
名
、
産
業
課
職

員
３
名
で
構
成
し
て
い
る
。
農

作
物
等
を
有
害
鳥
獣
か
ら
守

り
、
農
産
物
等
の
増
産
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。

問　
「
被
害
防
止
計
画
」に
基
づ
い

て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、特
に
力
を
入
れ

て
実
施
し
て
い
る
被
害
対
策
、そ

の
効
果
、今
後
ど
の
よ
う
な
対
策・

方
向
性
を
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
課
長　

銃
器
や
捕
獲
檻
、罠
、

に
よ
る
駆
除
を
進
め
て
お
り
、

令
和
２
年
度
捕
獲
頭
数
は
シ

カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
合
計
で

９
３
２
頭
、
昨
年
度
は
９
２
６

頭
で
県
内
市
町
村
で
は
３・
４

番
目
の
捕
獲
量
で
あ
る
。

　
　

県
で
は
、
シ
カ
推
定
生
息
数

３
万
４
０
０
０
頭
を
今
後
半
減

さ
せ
る
計
画
で
、
本
町
も
計
画

に
即
し
捕
獲
頭
数
を
増
や
し
て

い
く
。
ま
た
、
補
助
金
を
活
用

し
電
気
柵
等
の
資
材
購
入
・
駆

逐
用
煙
火
を
用
い
た
追
い
払
い

の
為
、
保
安
手
帳
講
習
会
の
開

催
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

再
質
問　

今
年
度
の
捕
獲
目
標
は

産
業
課
長　

シ
カ
７
０
０
頭
・
サ

ル
２
０
０
頭
・
イ
ノ
シ
シ
は
減

少
し
て
お
り
90
頭
を
捕
獲
目
標

と
し
て
い
る
。

問　

他
県
等
の
取
り
組
み
事
例
で

捕
獲
獣
の
食
肉
活
用
の
検
討
は
。

産
業
課
長　

ジ
ビ
エ
の
需
要
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
と
対
策
に
つ
い
て

問　

０
歳
児
の
感
染
な
ど
感
染
者

が
増
加
し
て
い
る
が
、本
町
の

現
状
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

憂
慮
す
べ
き
事

態
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
町

民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
基

本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を
お

願
い
す
る
。

　
　
（
年
代
別
接
種
率
の
説
明
あ
り
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、あ
く
ま
で
も

希
望
者
が
接
種
す
る
も
の
だ
が
、

継
続
し
て
周
知
し
て
い
く
。

問　

ク
ラ
ス
タ
ー
情
報
の
報
告
ル

ー
ト
は
、
議
会
事
務
局
に
も
共

有
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

感
染
者
報
告
の

専
用
シ
ス
テ
ム
は
国
・
県
・
甲

府
市
保
健
所
に
導
入
。他
の
市

町
村
に
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
報
告
ル
ー
ト
は
医
療

機
関
か
ら
国
・
県
に
な
る
。個
別

の
ク
ラ
ス
タ
ー
情
報
は
関
係
す

る
市
町
村
長
に
県
か
ら
連
絡
が

あ
る
が
、施
設
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、あ
え
て
公
表
し
て
い
な
い
。

再
質
問　

お
年
寄
り
に
寄
り
添
っ

て
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
対

応
を
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
情

報
は
、
関
係
部
署
窓
口
に
情
報

提
供
を
指
示
し
て
も
問
題
無
い

と
判
断
す
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

知
り
得
た
情
報

は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
部
署

で
共
有
し
て
い
く
が
、
個
人
の

特
定
や
該
当
施
設
等
の
風
評
被

害
の
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
慎

重
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

鳥獣被害対策の取り組みについて
問　�農作物被害は過疎化や耕作放棄地の増加等に伴い非常に深

刻化している。町の被害状況・補助金の活用・対策は

答　�交付金の活用や猟友会の皆さんの協力で捕獲頭数が増えて
いる。侵入防止柵などの活用や様々な対策で被害の削減に
努めていきます（産業課長） 佐

さ の

野　昇
のぼる

 議員
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山林資源の活用の取り組みについて
問　�山林の管理、資源の活用は町として重要課題である町の計

画はあるのか

答　�身延町森林整備計画により整備の推進をする（産業課長）

山
林
資
源
の
活
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

問　

町
の
林
業
事
業
者
数
、
従
業

者
数
、
事
業
額
は
。

産
業
課
長　

本
町
の
林
業
者
数
は

森
林
組
合
を
含
め
４
者
、
就
業

者
数
は
87
名
、
林
業
総
生
産
額

は
２
億
円
で
あ
る
。

問　

個
人
所
有
の
山
林
、
人
工
林

の
面
積
は
。

産
業
課
長　

私
有
林
面
積
は
１
６

　

７
２
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
う

ち
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
主
体
と

し
た
人
工
林
面
積
は
７
０
９
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
本
町
の
総
面

積
３
０
１
９
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
対
し
、
町
内
森
林
面
積
は

２
４
３
１
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
町

面
積
の
約
81
％
で
あ
る
。

問　

森
林
環
境
税
整
備
事
業
の
意

向
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
そ

の
目
的
、
場
所
、
件
数
、
内
容
、

面
積
は
。

産
業
課
長　

経
営
管
理
意
向
調
査

の
目
的
は
、
手
入
れ
が
行
な
わ

れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、

森
林
所
有
者
に
森
林
の
経
営
、

管
理
方
針
に
つ
い
て
意
向
調
査

を
す
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
調

査
は
モ
デ
ル
的
に
行
な
っ
て
い

る
。
調
査
場
所
は
、粟
倉
地
内
、

筆
数
は
36
筆
、
調
査
面
積
は
約

25
ヘ
ク
タ
ー
ル
。調
査
内
容
は
、

森
林
の
経
営
管
理
の
現
況
、
今

後
の
見
通
し
、
境
界
の
把
握
の

有
無
な
ど
で
あ
る
。

問　

町
の
81
％
を
占
め
る
山
林
の

管
理
、
資
源
の
活
用
は
町
と
し

て
重
要
課
題
で
あ
る
、
町
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

産
業
課
長　
「
身
延
町
森
林
整
備

計
画
」
を
策
定
し
、
民
有
林
を

対
象
と
し
た
森
林
整
備
の
推

進
、
そ
の
基
盤
と
な
る
林
道
整

備
、
林
業
従
業
者
の
養
成
、
特

用
林
産
物
の
振
興
な
ど
を
方
向

づ
け
て
お
り
、
計
画
の
着
実
な

推
進
と
、
森
林
経
営
管
理
制
度

に
よ
る
森
林
整
備
を
進
め
て
い

く
。

問　

意
向
調
査
の
結
果
は
。

産
業
課
長　

調
査
対
象
36
筆
の
う

ち
30
筆
で
回
答
が
あ
っ
た
。
自

分
で
経
営
管
理
を
行
な
う
が
１

筆
、
３
筆
が
森
林
組
合
な
ど
の

経
営
体
に
委
託
、
26
筆
が
町

に
委
託
す
る
意
向
の
回
答
を
得

た
。

　
　

委
託
意
向
の
森
林
に
つ
い

て
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
判
断

す
る
た
め
、
森
林
の
現
況
の
調

査
、
権
利
関
係
の
確
認
、
森
林

境
界
の
状
況
の
確
認
と
整
理
を

行
な
う
。
そ
の
結
果
、
２
筆
の

山
林
が
町
へ
経
営
、
管
理
の
委

託
が
さ
れ
て
い
る
。

問　

森
林
環
境
譲
与
税
は
私
有
林

人
工
林
面
積
、林
業
従
業
者
数
、

人
口
に
よ
る
客
観
的
な
基
準
で

按
分
と
な
っ
て
い
る
が
３
年
度

の
金
額
、
基
金
の
額
は
。

産
業
課
長　

令
和
３
年
度
金
額
は

２
４
８
２
万
７
０
０
０
円
で
、

す
べ
て
令
和
3
年
度
に
支
出
す

る
。
ま
た
、
基
金
の
額
は
２
６

３
８
万
円
で
あ
る
。
身
延
中
学

校
建
設
の
木
材
利
用
の
た
め
２

６
０
０
万
円
を
使
う
予
定
で
あ

る
。

問　

山
林
所
有
者
、
山
林
資
源
活

用
に
関
心
の
あ
る
町
民
に
山
林

管
理
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
間
伐
の
方
法
、

自
伐
間
伐
、
の
先
進
地
の
事
例

を
学
ぶ
機
会
、
講
演
開
催
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

産
業
課
長　

本
町
の
森
林
・
林
業

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、

身
延
町
森
林
整
備
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
森
林
関
連
施
策
の

方
向
や
森
林
所
有
者
が
行
な
う

伐
採
や
造
林
な
ど
の
森
林
施
策

に
関
す
る
基
準
な
ど
を
定
め
て

お
り
、
間
伐
を
す
べ
き
標
準
な

林
齢
、
間
伐
及
び
保
育
の
標
準

的
な
方
法
及
び
保
育
の
基
準
に

つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。
林
業

経
営
管
理
を
行
な
い
た
い
個
人

に
対
し
て
は
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
、
助
言
等
を
行
な
っ
て
い

く
。
先
進
事
例
を
学
ぶ
機
会
、

講
演
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て

い
る
。
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町長行政報告
望
もちづき

月　幹
み き や

也 町長
「
令
和
・
南
部
藩
事
業
」

「
令
和
・
南
部
藩
事
業
」南
部
氏
ゆ
か
り
の
青
森
県
や
岩
手
県
の
８
市
町
の

南
部
氏
ゆ
か
り
の
青
森
県
や
岩
手
県
の
８
市
町
の

首
長
が
南
部
町
、本
町
を
訪
れ
、交
流
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

首
長
が
南
部
町
、本
町
を
訪
れ
、交
流
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

◇
は
じ
め
に

　

本
町
の
現
在
実
施
し
て
い
る
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、
10
月
か
ら
個
別
接

種
及
び
集
団
接
種
を
開
始
し
、
集

団
接
種
に
関
し
て
は
12
月
25
日
で

完
了
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。　
　

　

集
団
接
種
と
並
行
し
て
移
動
困

難
な
方
や
土
日
に
接
種
困
難
な
方

は
身
延
山
病
院
及
び
飯
富
病
院
に

お
い
て
ま
た
、
小
児
ワ
ク
チ
ン
及

び
乳
幼
児
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
身

延
山
病
院
で
、
令
和
５
年
３
月
末

ま
で
続
け
て
い
き
ま
す
。

◇
令
和
５
年
度
予
算
編
成
方
針

　

町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
第

２
期
身
延
町
ま
ち
・
こ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
４

つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
確
実

に
推
進
す
べ
く
、
職
員
の
英
知
を

結
集
し
、
各
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
よ
る
重
点
施
策
の
予
算
編
成
に

鋭
意
取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
の
構
成

　

任
期
満
了
を
迎
え
た
今
村
文
子

教
育
委
員
の
後
任
と
し
て
、
馬
場

泰
氏
を
11
月
19
日
か
ら
任
命
し
ま

し
た
。
任
期
は
４
年
間
と
な
り
ま

す
。

◇
ワ
ン
だ
ふ
る
商
品
券
給
付
事
業

　

９
月
に
町
民
一
人
２
万
円
の
商

品
券
給
付
を
行
い
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
原
油
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料

金
を
含
む
物
価
の
高
騰
対
策
と
し

て
12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
町

民
一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の
追

加
給
付
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
令
和
南
部
藩
視
察
事
業

　

去
る
10
月
20
・
21
日
に
身
延
町

と
南
部
町
に
お
い
て
、
源
氏
の
勇

将
源
義
光
を
祖
先
と
す
る
南
部
光

行
か
ら
始
ま
る
縁
に
よ
っ
て
つ
な

が
る
南
部
氏
領
内
視
察
事
業
が
行

わ
れ
、
青
森
、
岩
手
県
の
市
町
か

ら
18
名
が
来
町
し
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

領
内
視
察
事
業
で
は
10
市
町

の
首
長
等
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

づ
く
り
の
取
組
が
発
表
さ
れ
た
ほ

か
、
南
部
町
の
「
道
の
駅
な
ん
ぶ
」

に
あ
る
南
部
氏
の
資
料
展
示
室
や

南
部
氏
ゆ
か
り
の
身
延
山
久
遠
寺

等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

◇
身
延
中
学
校
新
校
舎
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況

　

身
延
中
学
校
校
舎
新
築
工
事
に

つ
い
て
は
、
年
度
内
に
は
躯
体
の

基
礎
及
び
耐
火
コ
ア
部
の
Ｒ
Ｃ
棟

が
完
了
予
定
で
す
。
４
月
中
旬
か

ら
８
月
中
旬
に
か
け
木
造
の
建
方

が
行
わ
れ
、
令
和
６
年
２
月
末
に

は
竣
工
と
な
る
予
定
で
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
基
礎
工
事
、
躯
体
部
の
鉄
骨
建

方
が
完
了
し
、
外
装
工
事
が
行
わ

れ
て
お
り
、
令
和
５
年
４
月
末
に

は
完
成
し
、
２
学
期
か
ら
の
供
用

開
始
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
今
後
工
事
工
程
の
中
で
生

徒
が
携
わ
り
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
提
案
し
、
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
下
部
温
泉
健
康
増
進
施
設
整

備
計
画
の
進
捗
状
況

　

12
月
上
旬
か
ら
は
木
造
部
分
の

建
方
が
始
ま
り
、
外
観
も
見
え
始

め
、
国
道
３
０
０
号
線
か
ら
も
進

捗
が
判
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
前
の
開
業
を
目
指
し
、

鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
名
称
、
料
金
体

系
等
に
つ
い
て
今
定
例
会
に
お
い

て
条
例
案
を
上
程
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

◇
国
道
３
０
０
号
線
号
線
災
害
復

旧
工
事
及
び
中
之
倉
バ
イ
パ
ス

　

は
じ
め
に
、
災
害
復
旧
工
事
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
２
月
28
日

に
は
片
側
交
互
通
行
が
可
能
と
な

り
、
こ
の
12
月
６
日
に
は
全
面
通

行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
中
之
倉
バ
イ
パ
ス
に
つ
き

ま
し
て
は
平
成
22
年
に
事
業
着
手

し
、
13
年
を
か
け
て
1.8
㎞
区
間
の

工
事
が
完
了
し
、
令
和
４
年
12
月

18
日
午
後
３
時
に
供
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
敬
意
と
感
謝

を
表
す
と
共
に
、
貴
重
な
土
地
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
地
権
者
の

皆
様
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
円
滑
な
交
通
の
確

保
や
地
域
産
業
の
振
興
、
富
士
山

火
山
広
域
避
難
計
画
も
踏
ま
え
た

道
路
整
備
を
強
く
要
望
し
、
一
日

も
早
い
全
線
改
修
の
完
了
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
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組合議会報告

鴨川市議会表敬訪問

峡南衛生組合議会（身延町、早川町、市川三郷町、南部町で構成）
第1回臨時会　令和 4年 12月 21日（水）　峡南衛生組合（身延町下田原）	 報告者：伊藤達美

議案番号 議 案 名 採決結果
議案第5号6号 条例改正、令和 4年度一般会計補正予算 2件とも可決

飯富病院組合議会（身延町、早川町で構成）
第２回臨時会　令和 4年 12月 21日（水）　飯富病院（身延町飯富）	 報告者：田中一泰

議案番号 議 案 名 採決結果
議案第7号8号 令和 4年度一般会計補正予算 2件 2件とも可決

山梨県後期高齢者医療広域連合議会 （後期高齢者医療を市町村と協力して運営する全県的な組織）
第２回定例会　令和 4年 10月 27日（金）　山梨県自治会館（甲府市蓬沢）	 報告者：山下利彦

議案番号 議 案 名 採決結果
認定第1号2号 令和 3年度一般会計決算認定、令和 3年度特別会計決算認定 2件とも認定
発委第1号2号 会議規則の一部改正、連合長専決処分事項の指定の一部改正 2件とも可決
議案第9号10号 令和 4年度一般会計補正予算、令和 4年度特別会計補正予算 2議案とも可決

峡南広域行政組合議会 （市川三郷町、富士川町、早川町、身延町、南部町の5町で構成）
第 2回定例会　令和 4年 10月 19日（水）　峡南広域行政組合（市川三郷町岩間）	 報告者：広島法明

議案番号 議 案 名 採決結果
承認第 1 号 専決処分（特別会計補正予算）の承認 承認

議案第16〜19号 条例改正、令和 4年度一般会計補正予算、令和 4年度特別会計補正予算 2件 4件とも可決
認定第1,2,3,4号 令和 3年度一般会計決算認定、令和 3年度特別会計決算認定３件 4件とも認定
第 2回臨時会　令和 4年 12月 21日（水）　峡南広域行政組合（市川三郷町岩間）	 報告者：広島法明
議案第20〜23号 条例改正、令和 4年度一般会計補正予算、令和 4年度特別会計補正予算 2件 4件とも可決

山梨西部広域環境組合議会（峡北、峡南の11市町で構成するごみ処理施設のための事務組合）
第 2回定例会　令和 4年 10月 17日（月）　山梨西部広域環境組合（中央市藤巻）	 報告者：遠藤公久

議案番号 議 案 名 採決結果
議案第 8 号 令和 4年度一般会計補正予算 可決
認定第１号 令和 3年度一般会計決算認定 認定

とき　令和4年10月14日（金）

内容　�令和 4年 5月に姉妹都市である鴨川市の
議会議員の改選があり、新議員が身延町へ
訪問されました。総合文化会館で対面式を
行い、覚林坊にて交流会を開き、親睦を深
めました。その後身延山久遠寺を参拝し、
あけぼの大豆の説明と試食を行ないました。

一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別
区など）が行政サービスの一部を共同で行なうことを目
的として設置する行政機関で、地方自治法 284 条 2 項に
より設けられる。特別地方公共団体の一つ。

鴨川市議会とは、平成 20 年 2 月に姉妹都
市協定を締結して以来、議員間の交流を
続けている

鴨川市議会歓迎対面式

鴨川市議会議長佐々木久之氏あいさつ

あけぼの大豆の説明と試食
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★町長行政報告（P22）
●新中学校建設に伴う木材利用
の促進、環境問題・地球温暖化
の問題等にも迫る課題であり、
大いに発信して頂きたいと思
います。また、身延町の身近な
森林についての整備、管理、木
材利用推進をご検討下さい。

●「身延町ワンだふる商品券」は素
直に皆、嬉しいと思いますし、他
県民の方には、うらやましがら
れるほどです。道の駅「しもべ」
がリニューアルオープン、キャ
ンブームにも伴い、300号線の
活気が出てくると、ループ橋の
開通も話題になると思います。

★一般質問７人（P13 ～ 20）
●身延町は消滅可能性都市の上位
にランクされている。若い人に
住んでもらえるような、働く場
所、医療、教育、子育てなど具体
的な施策が必要であり、子供達
が住み続けたいと思える町にな
ってもらいたい。デジタルトラ
ンスフォーメーションで問題解
決できないだろうか。

●「みのラブ」のプロモーションム
ービーは、私も洗練された素敵
な動画だと思います。東京はじ
め全国にあるアンテナショップ
で映像を流してもらう事は出来
ないのでしょうか？

★第３回臨時会議案説明（P21）
●議員さん 1名が辞職されるとそ
の後は欠員 1名ということでし
ょうか。１名いなくなると他の
議員さんへの活動内容の負担割
合など、何か変化があるのか知
りたいです。

★議案に対する賛否（P12）
●一覧で記載されていて、議案が
把握しやすくてよいです。賛否
に関しては、このままの表記で
良いと思います。

★第 3 回定例会討論（P11）
●町民と議会との懇談会の欄で地
区ごとに「日時」「場所」が黒字
で書いてありますが、この標記
は不要と思われます。詳細が書
いてあれば、おのずと日時と場
所のことだとわかるので、桁数
が増えて見にくいです。

★モニター通信（P23）
●毎回モニターの皆さんの沢山の
意見を編集するのは大変な作
業と察します。本号は１ページ
に意見を厳選し、字体を大きく
したとの事ですが、すっきりし
ていて読みやすいように思い
ます。モニター通信欄は、１ペー
ジで十分ではないでしょうか。
現状のレイアウトで。

●毎回自分では気づかない事や違
った観点から発言されたりと、
常に面白く読んでいます。

★おじゃまします（P24）
●幅広い年齢層の活動紹介、とて
も良いと思います。使用する写
真はもう少し明るい写真のほ
うが見栄えがよいと思います。

●西嶋のグランドゴルフ愛好会が
紹介されていますが、グランド
ゴルフは私も過去数十年前に
行った事がありましたが、とて
もおもしろかったという記憶
があります。

★町政へのご意見・ご要望
●身延町内の中・高生が就職を希
望する場合、町内の企業を望ん
だ時は優先して採用される様
な関係を企業と築いて欲しい
です。企業にとっても若い人材
を育てられるチャンスになっ
ていいと思います。

★表紙について（P1）
●園児が少なくなる中で、頑張っ
て振り付けを覚えた様子が伝
わってきます。観客も写ってい
たら良かったかも知れないで
すね。

★第3回定例会議案説明
（P2 〜 3）

●スペース的に仕方がないとは思
いますが、縦書きの数字はぱっ
と見、わかりづらいです。補正
予算の報告は、とても大切な資
料ですので、なるべく金額が判
り易い校正を望みます。

●東京ガールズコレクションは日
本で有名なイベントなので具
体的にどのような出費だった
のか内容を知りたかったです。

★常任委員会レポート報告
（P6 ～10）

●委員の方と町担当者との活発な
質疑がよく分り良かった。町民
が知りたい内容も多く、大変参
考になりました。

●総てに渡り理解しやすい。常任
委員会レポートは町民にも直
結する内容で執り行われ、解り
やすかった。町民目線で今後も
「議会だより」をお願いします。

★決算報告（P4 ～5）
●これからも町民の為、効果的な
歳出をお願いいたします。報告
書は見やすくて良いと思います。

●自主財源である「町税収入の内
訳」町民に知らせることは、町
税への関心を高める事につな
がる様に思います。町債（借金）
累計残額 107 億円と基金（預
金）累計残額 87 億円、町民と
してどう受け止めたら良いの
か解りません。情報提供して頂
けたら、議会だよりへの関心
が高まるのではないでしょう
か？町民一人当たりの額で表
示していることは、税や議会に
関心を高めることに繋がり、大
変良いと思います。

（議会だより№72の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信
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過去の議会だよりは、
こちらから閲覧できます。➡
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　みのぶ観光ボランティアガイドの会は、平成19年に、町がボランティアガイド養成講座を開始した
のがきっかけとなり結成され、永きにわたり活動を行なってきました。ガイドは、主に町民や身延町出
身者で、身延山の歴史や見どころ、ガイド心得などを学び、修了者をボランティアガイドとして認定し
ています。身延町全般・土産品など地元住民ならではの情報や幅広い知識・経験を博したグループです。
　ガイドの皆さんは、観光立町みのぶを第一線で支えるプロフェッショナルで、身延を訪れ案内を受
けるお客様にとって、自分たちが地域の代表者として見られるからこそ、誠心誠意まごころをもって
接しており、感謝の言葉を多数いただいております。今後も、町のバックアップを受けながらも独立
したボランティア組織として活動してまいります。

みのぶ観光ボランティアガイドの会
観光立町みのぶを支える縁の下の力持ち観光立町みのぶを支える縁の下の力持ち

活動に興味のある方
大歓迎

身延町役場　観光課
☎0556-62-1116
（観光商工担当）

おじ まし すまゃ
みのワン


